












































































































































































に対する不安である。上のA，C， D， G， Jな
どがこれにあたる。ふたつめは，経済的不安定に

















項 目 とても や や気がかり 項 目
とても や や気がかり
気がかり 気がかり ではない 気がかり 気がかり ではない
1 夫婦の信頼関係 7.8 31.8 60.4 9 収入・所得の伸び悩み 28.1 53.1 18.8 
2 親の老後の世話 30.2 38.2 31.6 10 夫の職業生活の安定 12.8 42.7 44.5 
3 自分や家族の病気やケガ 49.1 45.9 5.0 11 手持ち資産の目減り 10.0 47.5 33.3 
4 子どもの非行化 21.8 32.6 45.6 12 老後の生活設計 22.9 59.2 17.9 
5 住まいの狭小化 14.5 41. 7 43.8 13 となり近所の噂 2.0 17.0 81.0 
6 教育費の増加 43.9 35.7 20.5 14 近隣とのつきあい 7.9 30.5 61.3 
7 子どもの学校生活 19.9 38.9 37.8 15 親戚とのつきあい 7.0 30.1 62.9 









































生活不安項目 I 2 3 4 5 6 7 8 9 
l 夫婦の信頼関係 .388 .512 
2 親の老後の世話 ム .273 
3 自分の家族の病気ケガ ム × 
4 子どもの非行化 .537 .742 .766 .658 
5 住まいの狭小化 O .678 .487 .528 
6 教育費の増加 O O .892 .907 
7 子どもの学校生活 O O O .885 
8 子ともの遅れ O O O 。
9 収入・所得の伸び悩み
10 夫の職業生活の安定 O 
1 手持ち資産の目減り 。




(注)数値:ユー ルのQ 検定の結果(有意水準) :!Q)・仏1%.0…1%.ム…5%
相互に強い関連を示す部分以外の表示は省略した。
10 1 12 13 14 15 
.815 .645 716 













































中長期的生活課題 住宅階層 年 収 配偶者 配偶者 十>'4 歴 配偶者 年 歯令 周期段階の職業 勤務先規模 の学歴
子どもの非行化 O O O 。 。
住まいの狭小化 O O O 。 。 O 
教育費の増加 O O O O O 。 。
子どもの学校生活 O O 。 O 
子どもの遅れ O O 。 O 
」
(注)表示はx2検定の結果有意水準)(Ql… 1%， 0…5% 
表4 住まいの狭小化JX住宅階層 表5 教育費の増加JX住宅階層
(単位:%) (単位:%) 
気がかり 気がかりでない 合計(N=) 気がかり 気がかりでない 合計(N=) 
都 営 63.1 36.9 141 都 営 84.5 15.5 142 
公団賃貸 62.7 37.3 110 公団賃貸 71.6 28.8 109 
公団分譲 47.4 52.6 190 公団分譲 80.4 19.6 189 
l口込 計 56.2 43.8 441 1口為 計 79.5 20.5 440 





義務教育 32.0 68.0 25 
高等学校 54.1 45.9 222 
短大・専門学校 53.8 46.2 117 
大学・大学院 73.7 26.3 76 




気がかり 気がかりでない 合計(N=) 
義務教育 56.0 44.0 25 
高等学校 77.6 22.4 223 
短大・専門学校 82.8 17.2 116 
大学・大学院 88.0 12.0 75 












気がかり 気がかりでない 合計(N=) 
独身期 45.5 54.5 1 
新婚期 67.7 32.2 32 
養育期 72.9 27.1 96 
教育前期 64.5 35.5 121 
教育後期 57.4 42.6 68 
排出期 30.7 69.3 114 






















気がかり 気がかりでない 気がかり 気がかりでない
都 ぷ西主之、 68.4 31.6 69.2 30.8 
ノιベに為、 団 賃 貸 84.2 15.8 71.4 28.6 
公 団 分 譲 51.1 48.9 39.3 60.7 
l口込 計 64.5 35.5 57.4 60.7 
























































気がかり 気がかりでない 合計(N=) 
都 営 61.4 38.6 140 
公団賃貸 66.7 33.3 108 
公団分譲 44.7 55.3 188 
l口為 計 55.5 44.5 436 
(注)x2検定 :1 %有意
表10 経済生活をめぐる課題群
中長期的生活課題 住宅階層 年 収 配偶者 配偶者 配偶者 年 齢 周期段階の職業 勤務先規模 の学歴
収入・所得の伸び悩み O O 
夫の職業生活の安定 。 O 。 O 
手持ち資産の目減り O 
老後の生活設計 。 。 O 
(注)表示はx2検定の結果(有意水準) : ~… 1 %， 0…5% 
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義務教育 51.4 48.6 35 
高等学校 68.8 31.2 125 
短大・専門学校 36.7 63.3 30 
大学・大学院 53.9 46.1 228 




都 営 67.9 32.1 
公団賃貸 85.7 14.3 
公団分譲 91.4 8.6 







都 営 35.7 64.3 
公団賃貸 50.0 50.0 
公団分譲 75.9 24.1 





気がかり 気がかりでない 気がかり 気がかりでない
独 身 期 100.0 0.0 
新 婚 期 50.0 50.0 61.5 38.5 
養 育 期 75.0 25.0 69.2 30.8 
教 育 前 期 91.2 8.8 75.6 24.4 
教 育 後 期 88.9 11.1 82.1 17.9 
おド 出 期 67.9 32.1 91.4 8.6 
I仁3込 言十 82.4 17.6 80.0 20.0 
(注)x2検定 :5%有意 x2検定 :5 %有意
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表16 社会関係をめぐる課題群
中長期的生活課題 住宅階層 年 収 配偶者の職業 年 齢 周期段階








































気がかり 気がかりでない 合計(N=) 
都 営 28.4 71.6 141 
公団賃貸 12.7 87.3 110 
公団分譲 15.8 84.2 190 




気がかり 気がかりでない 合計(N=) 
独身期 9.1 90.9 1 
新婚期 6.5 93.5 31 
養育期 25.0 75.0 96 
教育前期 28.9 71.1 121 
教育後期 13.0 87.0 69 
排出期 11.5 88.5 113 
















気がかり 気がかりでない 合計(N=) 
すすんで参加 27.7 72.3 94 
なるべく参加 23.8 76.2 172 
あまり参加しない 11.8 88.2 85 
参加しない 8.6 91.4 81 






すすんで参加 41.5 58.5 94 
なるべく参加 40.7 59.3 172 
あまり参加しない 31.8 68.2 85 
参加しない 30.5 69.5 82 






















定期的利用 45.9 55.0 20 
不定期利用 31.8 68.2 44 
あまり事l用しない 25.0 75.0 68 
利用したこどがない 14.2 85.8 309 




気がかり 気がかりでない 合計(N=) 
定期的利用 35.0 65.0 20 
不定期利用 56.8 43.2 44 
あまり利用しない 44.1 55.9 68 
利用したことがない 35.0 65.0 309 










































































































4) Scott Gre伐即erに， “ Urban山 m Recω01悶 d白ered: A ‘ Compara-
tive Study of Local Areas in a Metropolis_" In Urbane 







8 )森岡清美『家族周期論J，培風館， 1973， pp_ 323-
341. を参照。















U rban way of life (都市生活様式)， Family lifestage (家族周期段階)， Informal net-
work (インフォーマル・ネットワーク)， Social stratum (社会階層)， Housing class 
(住宅階層)
